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　訓練校で学んだことは現場作業のほんの一部かもしれませんが、習得できたこ

とで一つひとつの仕事の見方が変わり、それが今活かされています。例えば、鉄

筋の配筋検査は自主検査の方法や検査表の作成に、CADによる納まり図は関係先

との打ち合わせに、また解体現場では、建物解体時の玉掛ワイヤーの計算などに

役立っています。

　これからの目標は計画段階から工事に関わり、大林組や協力会社と綿密に打ち

合わせを実施したうえで作業計画を立案・作成し、自分の計画通りに作業を進め

られるようになりたいです。訓練校で学べるということは自分のレベルを上げる

一つのチャンス。入校する皆さんには真剣に向き合ってほしいです。

　ドバイは、連邦国家UAEの中で観光地

として有名な首長国です。7～9月は気温

50℃になることもありますが、年間を通

してほぼ快晴で、快適に過ごせます。

　イスラム教国家のため、アルコールと

豚肉が手に入りにくいのが不便ですが、

UAEの人口の約9割が欧米やアジア、ア

フリカなどからの移住者なので、多様な

文化を楽しむことができます。その一方

で、犯罪や規則違反に対する罰則が厳し

く、治安はしっかりと守られています。コ

ロナ禍の現在は、街中を警備員や警察官

が見回って注意するので、マスクをして

いない人はほぼ見掛けません。

　世界一にこだわるお国柄で、外出する

と高層ビルやショッピングモールなどの

世界一がたくさん。家の近所のマリーナ

ビーチからは世界最大の人工島パーム

ジュメイラが見え、日本ではなかなかお

目に掛かれない景色を堪能できます。

　アブダビ郊外の砂漠リゾートでは、ホ

テルの他は見渡す限り何もない本物の砂

漠を体験しました。夜は星が非常に近く

に見えて、人工的な建築の仕事とは対照

的に、ただ自然の偉大さをひしひしと感

じることができました。
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中村伸也

中野社長から
我われの主業である躯体業は、数値で表現でき
る世界です。数値で表現できるということは、世
界中の人が活躍できると考えています。タニ君
は数値の世界にとどまらず、日本人の感性をも
理解しようとする優秀な人材です。彼をお手本
として日本で活躍できるエンジニアを育てるこ
とで、大林組に貢献したいと思っています。

大阪本店 大阪日野自動車住之江工事事務所の建設現
場で山﨑慎之介職員と共に

建設中の世界一の観覧車を眺めながらビーチを散
歩。娘は完成を心待ちにしています

砂漠リゾートで初めてのラクダ体験。どこまでも
広がるデザートビューに圧倒されました

ドバイモールの写真専門店で、記念に現地の民族衣装を着て家族で撮影しました

　当社は1941（昭和16）年の創業50年以降、節

目に記念式典を行ってきました。その際、無事に

節目の年を迎えたことに感謝を込めて、会社から

役職員などに記念品を贈呈してきました。創業50

年、70年の記念品は、絵皿や盃、銀器など装飾性

の高い品物でした。その後、1991年の創業100年

にはボトルオープナー、2001年の創業110年には

ワインおよびソムリエナイフと、社員が日常で使

用できる物が贈呈されるようになりました。

【 大阪本店 総務部社史課 荒田智康 主任 】

故大林芳郎名誉会長は「会社にとって大
事なのは『人(社員)』です」と口癖のよう
におっしゃっていました。その考えが節
目に贈呈される記念品につながっている
のではないでしょうか。これまでの記念
品からはその時代背景や、当時の社風が
分かる気がします。

今号で「秘蔵名鑑」は最終回です。
これからも「大林組歴史館」をよろしくお願いします。

創業50年では得意先に大林組旧本店ビ
ル（現在のルポンドシエルビル）の外観
が描かれている絵皿を贈呈

創 業 記 念 品 1941（昭和16）年

創業50年（左）と70年（右）に、社員に贈
呈された木杯

創業80年には記念愛唱歌が作られ、当時
流行した簡易版のレコード「ソノシー
ト」で贈られた

社員に贈呈された、創業100年のボトル
オープナーと110年のソムリエナイフ
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 オフィス改革が進行中。この環境の変化にさらっと適応でき
る人でありたいと思うのですが、ちょっとしたことにワタワタ。独
り言が増えています。	 （山本麻子）

 表紙撮影の間にオブジェの3D化を実現。カメラマンが自分
たちの仕事に活かせそうな技術！と興味津 で々した。デイリー
の動画で確認してください。	 （深谷恵子）

 着工紹介の編集では、コロナ禍でも、当社のさまざまな現
場が力強く動いていることを改めて実感しました。自分も日々 の
業務に邁進します。	 （駒井翔太）

 特集の作業で震災関連の資料やいただいたコメントを読
み、ここぞというときの当社の団結力、対応力を改めて認識。
仕事の考え方進め方を見直します。	 （田籠裕子）

 「コロナの影響で…」と何度書いてきたでしょうか。「雪国の
春は本当に嬉しい」と聞いたことがありますが、ワクチンのおか
げでやっと春の予感です。	 （徳丸真美）

[ 表紙 & 私と大林組 ]
　・デイリーに掲載される動画が面白く、いつも楽しみ。

[VOICE]
　・「宝塚歌劇団～最大の散財」のVOICEが、全く自分と同じで
　笑ってしまった。

[ プロジェクトの現場から ]
　・大小かかわらず自分たちが携わった建設物が掲載されることは、
　モチベーションアップにつながると思う。

[Spotl ight Part ２ ]
　・各人の努力の結晶である「資格取得者発表」は毎回チェックする。

[Spotl ight]
　・旧社章の細かい寸法や成り立ちは目からうろこだった。

[ 着工工事の紹介 ]
　・入社1年目で常設勤務のため、集合写真で現場の雰囲気を
　想像しながら読んでいる。

[ 特集 ]
　・DXに関わるチームの活動内容が理解でき、より興味を持った。
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